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potato によって（このポテト表現は Thomas .J.R. 
Hughes 先生が 1998 年にブエノスアイレスで開
催された国際会議 WCCM IV; the 4th world 







































































































注釈 2.  「マルチスケール」という用語を唐突
に使ってしまったが，これには安定化法と密接な
関係がある．流れ問題に対するアプローチにはマ























































ここで，ℎ は水深，𝑢𝑢1と 𝑢𝑢2はそれぞれ 𝑥𝑥1 = 𝑥𝑥軸
















































𝜕𝜕𝑦𝑦 = 0   in Ω×
(0, T) (5) 
保存系方程式(1)あるいは(5)に対する時間積分





める．このとき，時間増分量を Δ𝜕𝜕 > 0，時間ステ
ップを 𝑛𝑛 とすると次式のように表せられる． 
𝐔𝐔𝑛𝑛+1 = 𝐔𝐔𝑛𝑛 − Δ𝜕𝜕
∂𝐅𝐅𝑖𝑖(𝐔𝐔)
𝜕𝜕𝑥𝑥𝑖𝑖




 二次元空間領域 Ω を三角形要素𝐾𝐾による正則
な有限要素分割 𝒯𝒯ℎを与え，三角形１次要素の有限
要素空間 𝑉𝑉ℎ，区分連続な部分実数空間 ℝ0を考え
る．ここで，ℎ = max�diam(𝐾𝐾)� ,∀𝐾𝐾 ∈ 𝒯𝒯ℎ はメッ
シュパラメータである． 
このとき，式(6)に対するマルチスケール変分法







𝑛𝑛+1) = (𝐖𝐖ℎ ,𝐔𝐔ℎ𝑛𝑛) + (𝜖𝜖add𝐖𝐖ℎ ,𝔾𝔾ℎ − 𝐔𝐔ℎ)
     −Δ𝜕𝜕 �𝐖𝐖ℎ ,
∂𝐅𝐅𝑖𝑖(𝐔𝐔ℎ𝑛𝑛)
𝜕𝜕𝑥𝑥𝑖𝑖
�    ∀𝐖𝐖ℎ ∈ (𝑉𝑉ℎ)3
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